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〔論文審査の要旨〕 
 本論文は、水熱前処理を用いたバイオマスからの糖回収に関するものである。 
第１章「緒言」では、リグノセルロース系バイオマスとセルロースの水熱前処理に関する

基礎と水の温度と圧力による特性の変化を議論している。また、バイオマスの水熱前処理

におけるグルコース生成機構の重要性を述べている。 
 第２章「既往の研究」では、バイオマスの水熱前処理に関する研究をレビューし、この

研究で行うセルロースの加水分解に関する検討の独自性について述べている。 
 第３章「目的」では、研究の動機付けを示すと共に、目的を述べている。 
 第４章「実験方法」では、本研究で用いられた実験装置と手順を順に説明している。原

料、実験手順、実験条件、液相、固相の生成物分析法も詳細に述べている。 
 第５章「水熱前処理における実バイオマス中のセルロースの挙動とグルコース生成」で

は、ユーカリ残材を用いた実験を 145−275 ℃の亜臨界水中で行い、原料濃度、流速、温

度の影響を確認、議論している。 
 第６章「水熱前処理における１次反応モデルの提出」では、第５章の結果に基づいて水

熱前処理中におけるグルコースに関する反応モデルを提出している。 
 第７章「実バイオマスからのグルコース生成に及ぼす物理的前処理の効果」では、ユー

カリ残材を 63, 180, 323 µm に粉砕し、原料濃度をオートクレーブ反応器では 0.1, 1, 10 
wt%、流通式反応器では 0.1, 0.5, 1 wt%に変化させて、粒径と原料濃度がグルコース収率

におよぼす影響を確認している。 
 第８章「水熱前処理における触媒の効果」では、0.5−1.0 wt%の酢酸と 0.5 wt%の炭酸カ



リウムが液相組成に及ぼす影響を確認している。これらの触媒が存在しない時には、

220 ℃でグルコース収率 0.267 を得ている。 
 第９章「水熱前処理におけるモデルバイオマスの溶解速度」ではセルロースの水熱前処

理における溶解速度の決定に成功している。さらに生成物収率の最適化に重要となるセル

ロースの水熱前処理における溶解現象を説明するモデルを提出した。 
 第１０章「結論と展望」では以上をまとめて結論を述べ、今後の展望を議論している。 
 要するに、本論文は、リグノセルロース系バイオマスの水熱前処理におけるセルロース

からのグルコース生成を各種条件を変えて実施し、その変化を表すモデルを提案、関連す

る反応速度を決定するとともに、触媒、溶解の効果を議論したものであり、工学的に高い

価値を有するものと判断できる。 
 以上、審査の結果、本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認められる。 
 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 
 

 


